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I. は じ め に

本稿では，ファッションに関連する文化流用（Cultural Appropriation）と差

別表現の問題を検証する1）。ファッションの領域2）において，文化流用や差別

表現の問題が指摘された事案については，枚挙に遑がない。なぜ，ファッ

ションに関連して文化流用や差別表現の問題が繰り返し生じるのか，もし，
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問題が指摘された場合，どのように対処していくべきなのか，これらを検討

することで，文化流用や差別表現の問題発生を未然に防ぐとともに，仮に問

題が発生した状況において適切な対処を可能とする行動指針を探求する。

本稿の目的は，ファッションに関連する文化流用および差別表現の問題に

対処する行動指針を提示することにある。本稿が示す行動指針は，ファッショ

ンの領域を想定しているものの，その射程はファッション産業に属する企業

に限定されるものではないと，筆者は考えている。ファッションはデザイン

など外部から認識可能な情報によって構成されるものであり，現代ファッ

ションは商業的活動として展開している。このように，外部から認識可能な

情報の存在，および，商業的な利益獲得目的という二つの要因によって，文

化流用や差別表現の問題が先鋭化されて発露する領域としてファッションを

位置づけることができるだろう。ファッションに関連する文化流用や差別表

現への対処策は，ファッションに携わる企業にとどまらず，一般的な企業に

も参照となるような示唆を含むとの認識に基づいて，一般的な企業にも敷衍

できる行動指針を示す3）ことを本稿の終局的な目的としている。

本稿において文化流用と差別表現の問題を検討することが法的にどのよう

に位置づけられるのかを確認する。文化流用や差別表現の問題に適切に対処

する行動指針の確立は，業務の適正さを確保させることに貢献するといえる

だろう。会社の取締役は善管注意義務・忠実義務の一環として会社の業務の

適正を確保するために必要な体制（内部統制システム）を整備する義務を負う

と理解されている4）。文化流用や差別表現の問題に適正に対処できる行動指

針を確立し，そのような行動の実現に貢献する体制の整備することは，内部

統制システム構築の一環として位置付けられるのではないかと考える。

次に，文化流用や差別表現の問題への適切な対処を目指す行動指針と，企

業価値は，以下のように関連づけられるのではないかと考える。まず，文化

流用や差別表現の問題を生じさせないような行動によって企業ブランドのイ

メージが毀損されることを未然に防止できる。また，仮に文化流用や差別表

現の問題が指摘された場合においては，適切行動が毀損される企業イメージ



3

ファッションに関連する文化流用と差別表現

を最小限にとどめさせることになる。これに加えて，文化流用と差別表現の

問題に適切に対処する行動指針の確立を目標として掲げる企業は，適正なガ

バナンス体制を構築する志向と国際的な事業展開への意識を示しているとも

いえるだろう。このように，文化流用や差別表現への適切な対応を心がけよ

うとする意識は，ガバナンス（Governance）要素として，環境（Environment）

および社会（Social）的な要素とともに，いわゆる ESG 投資5）の観点から企業

を評価するベンチマークとして位置づけられることもできるのではないかと

考える。

本稿の構成を以下に示す。まず，ファッションで発生した文化流用と差別

表現の事案を検証する（II）。その後に，芸術における文化流用に関連して展

開された議論を参考にしながら6），文化流用と差別表現が問題となる要因を

検証し，それを踏まえて企業がとるべき行動指針を示し（III），最後にまと

めを示す（IV）。

II.   ファッションに関して文化流用および 

差別表現が問題とされた事案 　　

1. 文化流用が問題とされた事案

（1）　キム・カーダシアンによる KIMONO の名称の商標登録

まず，文化流用の例として，キム・カーダシアン（Kim Kardashian）による

KIMONO の名称の商標登録をめぐる事案の概要を確認する6a）。2019 年 6 月

25 日に，キム・カーダシアンが，KIMONO Solutionwear という名称を付し

た補正下着 （shapewear） を発表するとともに， KIMONO の語句の商標登録を

計画していることを公表した。キム・カーダシアンのこの行動に対して， SNS

（ソーシャル・ネットワーク・システム）で日本人を中心に批判が巻き起こった。そ

の批判の根拠は，キム・カーダシアンが自分の一連の補正下着について KI-

MONO と名付けることは，一種の文化の盗用に該当するというものであっ
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た。この批判を受けて，最終的には，キム・カーダシアンは，KIMONO の

名称を使用することを断念し， SKIMS という名称に変更している。

（2）　マーク・ジェイコブスのショーで用いられたドレッドのヘアスタイル

2016 年 9 月に公表されたマーク・ジェイコブ（Marc Jacobs）による 2017 年

春夏コレクションのヘアスタイルについては，アフリカ系の人に対する文化

流用であるとする批判が生じている7）。このコレクションはキャンディーカ

ラードコレクション（candy-colered collection）と称され，90 年代のレイブ・カ

ルチャー （rave-culture） を題材にするものであるとされ，パステルカラーで虹

色の縞 （pastel-rainbow-streaked） のドレッド （dreadlocks） のヘアスタイル8）をま

とったモデルたちがランウェイに登場した。

このコレクションは，大半が白人から構成されている一団のモデルたちに

ドレッドのヘアスタイルを装わせたことについて，SNS を通じて多くの批

判にさらされることになり，それらの批判の多くは，マーク・ジェイコブス

が文化を流用したとするものであった。

これらの批判が寄せられた直後に，マーク・ジェイコブスは，自分自身の

インスタグラム（Instagram）を通じて「ある人種もしくは肌の色の人が，特

定のスタイルや様式のヘアスタイルをまとっていることについて，『文化の

盗用』だとか，あらゆる無意味なことを嘆いている全ての人が白人以外の女

性（colored women）が髪をストレートにしていることについて批判しないこ

とは滑稽だ。私は人々とその様相に敬意を示し，そこから刺激を受けてい

る。私は人種や肌の色を見ているのではなくて，人を見ている。」とするコ

メント9）を寄せている。

マーク・ジェイコブスによるコメントの意図は，批判的な議論を受け流す

ことにあったと理解されているが10），そのコメントがさらに批判を招く結果

となった。とりわけ「髪をストレートにすることをなぜ批判しないのか」と

する部分について，マーク・ジェイコブスがランウェイで公表したヘアスタ

イルと，白人でない人が髪をストレートにすることとを同一に語ることは妥
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当ではないと批判されている。この批判では，アフリカ系の人々が，ドレッ

ド，コーンロウ （corn rows），バンツーノット （Bantu knots） の髪型をファッ

ション・ショーで見かけた場合には憤慨しかねない可能性があることを示唆

し， その理由として， 白人の女性にとって， このような髪型はスタイリッシュ

に映るかもしれないが，アフリカ系の人々は，このような髪型を理由に，

日々の生活，職場および学校で差別されていることがあると指摘されてい

る11）。

この議論が生じてからほぼ 1年が経過した 2017 年 8 月に，マーク・ジェイ

コブスは論争を振り返り，「おそらく私は無神経であった」とするコメント

を公表している12）。具体的には，「全てのことから学んだこと，そして，あ

の騒動が少し収まったのち私に思案を促してくれたことは，おそらく私はこ

の騒動について言及することはもはやなく，おそらく私は無神経だったので

あり，それは，私が私自身のファッションという小さいバブルの中にいたか

らだろう」というものであった13）。

（3）　コム・デ・ギャルソンのショーで用いられたコーンロウのウィッグ

2020 年 1 月に，日本のファッションブランドであるコム・デ・ギャルソン 

（Comme des Garçon） がパリ・ファッションウィークで公表したコレクション

のスタイリングは，白人のモデルにいわゆるコーンロウスタイルのウィッグ

を着用させたことについて，文化流用であるとして批判の対象となった。

ファッション業界における盗作疑惑などについて，インスタグラムのアカウ

ントを介してウィットを交えて指摘することで知られ，ファッションの番犬

（Fashion Watchdog）としても知られているダイエット・プラダ14）（diet_prada）

は，このヘアスタイルが批判の対象となる事柄として，第一に，ウィッグが

アフリカ系の人々のヘアスタイルに似せているようにみえる点，第二に，白

人のモデルにウィッグを着用させる一方で，アフリカ系のモデルの中には自

身の髪でヘアスタイリングを施させてランウェイに登場したものが存在して

いた点を指摘している15）。これらに加えて，問題とされたヘアスタイルは，
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ウィッグを着用していることが外見において判別可能となっていることにつ

いても批判の対象となることを，本稿では指摘したい。

このような批判を受けて，コム・デ・ギャルソンはコメントを公表し，問題

となったヘアスタイルは，エジプトの王子（Egyptian prince）から着想を得た

ものであり，いかなる人も軽蔑したり傷つけたりする意図は決してないこと

を示すとともに，このヘアスタイルに起因して感情を害する結果が生じたこ

とに対しては，深く真摯に謝罪することを示している16）。また，このショー

においてヘアスタイリングを担当し，コム・デ・ギャルソンの創始者であり代

表者でもあるデザイナーの川久保玲と長年にわたってコラボレーションして

きたヘアスタイリストのジュリアン・デイズ（Julien d’Ys）は，当初の段階で

は，インスタグラムに，このヘアスタイルは，ツタンカーメン王や古代エジ

プトに感化されたとするコメントを寄せたのみで，特段，謝罪の意を示して

いなかった。このことからも，ヘアスタイルに対して批判が生じた直後の時

点で，ジュリアン・デイズは，批判は馬鹿げているとして無視する方針を

とっていたことがうかがえる17）。その後， 批判が強まり一種の炎上 （backlash） 

の様相を呈することを受けて，2018 年 1 月 18 日の夜に謝罪のコメントをイ

ンスタグラムに掲載する18）に至っている19）。このコメントでは，コーンロウ

のウィッグを装着した白人のモデルと，自分の髪をコーンロウにスタイリン

グした黒人のモデルが同時に撮影されているコム・デ・ギャルソンのランウェ

イ画像を掲載するとともに，コム・デ・ギャルソンのショーのためのスタイリ

ングは，エジプトの王子からインスピレーションを得たものであり，それは

私が真に美しいと感じ感化を受けた装いであることを示し，今回のヘアスタ

イルはオマージュ（hommage）であって，誰かを傷つけたり攻撃する意図は

ないものの，もしそうだったとしたら深く謝罪をすることを示している20）。

（4）　ヴィクトリアズ・シークレットのショーにおける文化流用

アメリカのランジェリーを中心としたファッションブランドであるヴィク

トリアズ・シークレット（Victoria’s Secret）は，大規模なファッションショー
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を開催することをマーケティングの手法としていた21）。このファッション

ショーにおけるスタイリングについては，文化流用であるとして何回も批判

の対象とされている22）。

2010 年のファッションショーの「ワイルド・シング（Wild Thing）」と題さ

れたセクションのスタイリングでは，ヒョウ柄プリントのランジェリーをま

とったモデルの周りに，まき布を腰に装った男性モデルを配し，その全員に

先住民族のボディ・アートを模したと思われる黒の形状・線などのボディ・

ペイントを施していた23）。さらに，このスタイリングでは，ランジェリーを

まとったモデルに，女性が首や腕に真鍮の輪を装飾することで知られている

カヤン族24）の装身具を模したと推測されるネックレスやブレスレットを装

着させていることも，文化流用の問題として批判の対象となることを本稿で

は指摘したい。さらに，このスタイリングでは，先住民族の装飾とカヤン族

の装飾を流用していたことがそれぞれ問題とされることに加えて，異なる文

化圏に属する装飾を混在させていることについても問題が指摘できるだろ

う。このスタイリングのように，複数の文化的な要素を混在させることにつ

いては，スタイリングの意図と流用した文化的要素との関連性についての説

明とともに，複数の文化に由来する装飾を同時に用いることの意義について

説明が要求されることになるのではないかと考える。

2012 年のショーでは， 一年におけるそれぞれの月をテーマとするセクショ

ンが設けられ，各月に存在するイヴェントや祝日を象徴したとされるスタイ

リングが，ランジェリーを身につけたモデルたちに施された。このうち 11

月を象徴するスタイリングでは，頭の羽飾り，スウェード皮のフリンジ，お

よびターコイズ石のアクセサリーでモデルを装飾していた25）。このスタイリ

ングについては，アメリカ先住民族をイメージさせるものであり，11 月の

サンクスギビング休暇がピルグリム・ファーザーズとアメリカ先住民族との

交流に由来することとの関わりを象徴したものと推測できるものの，ヨー

ロッパからの移民やアメリカ植民者によってアメリカ先住民族が虐殺された

ことを美化しかねないとして批判されている26）。なお，ここでの批判の対象
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は，アメリカ先住民族の装飾を用いたスタイリングに加えて，アメリカ先住

民族と関連づけてサンクスギビング休暇を象徴的に表現すること自体につい

ても，アメリカ先住民族が歴史的には抑圧してきたことへの理解不足を指摘

される可能性があるといえるだろう。

2014 年および 2016 年のショーにおいても，文化流用の観点から，批判が

提起されるスタイリングが登場している。2014 年のショーの「エキゾチッ

ク・トラベラー（Exotic Traveler）」と題されたセクションにおいては，先住民

族の部族のデザインを模したビスチェと鳥の羽でできた翼を用いたスタイリ

ングが批判の対象とされ，2016 年のショーでは，伝統的な中国風のプリン

トを用いた装飾的なアイテムに，伝統的な衣服が露出度の高いランジェリー

の外観を強調させる装飾品のモチーフとして利用されていることと，そのス

タイリングが中国人以外のモデルになされていることが批判されるととも

に，モデルの腰と背中を包むような装飾品として羽でできたドラゴンのモ

チーフが用いられたことが論争を巻き起こしている27）。

2017 年のショーにおいても，アメリカ先住民族の文化を流用したとする

批判が再び提起されることになった。このショーでは「ノマディック・アド

ベンチャーズ（Nomadic Adventures）」と題されたセクションにおいて，アメ

リカ先住民族の部族のドレスを模したスタイリングがモデルに施され，その

中には，羽でできたヘッドドレスが装飾品として用いられていた28）。2012 年

のショーにおいて，サンクスギビング休暇とアメリカ先住民族とを関連づけ

たスタイリングが批判されたにもかかわらず，2017 年に再度，アメリカ先

住民族の文化的なモチーフをスタイリングに取り入れていたことは，ビクト

リアズ・シークレットが，先回の批判から何の教訓も得ていないことを示す

ものであり，そのような企業の姿勢そのものも批判の対象となったことが指

摘されている29）。
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2. 差別表現が問題とされた事案

（1）　ドルチェ＆ガッバーナのインスタグラム広告

2018 年 11 月に上海での開催が予定されていたドルチェ＆ガッバーナ（Dol-

ce & Gabbana）のファッションショーが突如中止されることになった30）。その

原因として，ドルチェ＆ガッバーナのインスタグラムに一連の広告として，

中国人を思わせるモデルが，ピザなどのイタリア料理を箸で食べるという映

像を掲載したことが指摘されている31）。このような映像が，インスタグラム

に掲載された経緯は不明ではあるものの32），この映像には中国人に限らずア

ジア人を嘲笑するような意図が含まれていることが指摘されている33）。

問題が指摘された後の対応も，状況を悪化させる大きな要因となった。ブ

ランドの創始者でデザイナーの一人でもあるステファノ・ガッバーナ （Stefano 

Gabbana）と思われる人物が， ファッション・モデルのミカエラ・トラノバ （Mi-

chaela Tranova）とインスタグラムで交わしたとされるメッセージがリークさ

れ34），そこでは，ステファノ・ガッバーナが中国および中国の人々に対して

差別的な感情をあらわにした内容が含まれていた35）。

このようなやりとりが掲載されたこともあり，中国でのドルチェ＆ガッ

バーナに対する反発が強まっていった。まず，中国の SNS であるウェイボ

（Weibo）を中心に，ドルチェ＆ガッバーナをボイコットしようとする働きか

けが生じたことに加えて，ショーに招待されていたゲストが出席の取りやめ

を表明したり，出演予定のモデルが出演の拒否を表明していることが中国の

モデルエージェンシーによって明らかにされている36）。

このような状況を受けて，ドルチェ＆ガッバーナは，予定していたファッ

ションショーの中止を，ショーの当日に決定しなければならない状況に追い

込まれた。ドルチェ＆ガッバーナ側は，ブランドとデザイナーであるステ

ファノ・ガッバーナは，SNS を通じて，両者のインスタグラムがハッキング

されたとする趣旨の説明をしている。この説明では，一連のインスタグラム
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の投稿は無許可のものであるとして，同社の法務部門が調査していることを

示し，このような無許可の投稿によってもたらされた苦痛に対して謝罪する

ともに，中国および中国の人々に対しては尊敬の念を示していることなどを

表明している37）。予定されていたファッションショーが中止に追い込まれた

ことを勘案すると，ここで示された弁明と謝罪のコメントは，批判への応対

としては不十分であったといえるのかもしれない。

上海で予定していたファッションショーが中止に追い込まれたことの間接

的な原因として，過去にもドルチェ＆ガッバーナが差別的な発言を頻繁に繰

り返してきたことが指摘されており，具体的には，今回の問題が生じる以前

にも，ドルチェ＆ガッバーナのデザイナーでブランドの代表者でもあるドメ

ニコ・ドルチェ（Domenico Dolce）とステファノ・ガッバーナが受けたインタ

ビュー記事や，インスタグラムのステファノ・ガッバーナの個人アカウント

のコメントで，差別的なニュアンスを含むと捉えられても仕方がないような

無神経な発言を行ってきたことで知られていたことが示されている38）。

（2）　プラダがデザインしたキャラクター

2018 年 11 月に， ファッションブランドのプラダ （PRADA） は， 新たなマス

コットとしてプラダマリアと呼ばれる一連のキャラクターを公表した。この

プラダマリアは，7 種類の架空生物からなるキャラクターで，ニューヨーク

を拠点とするデザインカンパニーである 2x4 とのコラボレーションとして制

作された39）。プラダによると，これらのキャラクターは機械的でありながら

も，どこか生物的でもあり，超自然的な力と，気まぐれな性格を持ち合わせ

ていると説明されていた40）。プラダマリアのうちオット （Otto） とトット （Tot-

to） と称されるキャラクターについては，有史以前のプラダのマスコットで

あるモンキー（the oldest Prada mascots: the monkey）をイメージしたとされ，

オットには，黒い顔に大きな赤い唇が，もう一方のトットについては，黒い

顔に大きな緑の唇がデザインされていた41）。

これらマスコットが公表された後の約 1カ月間は，ファッションメディア
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で大々的に取り扱われていたにもかかわらず，人種差別的であると指摘され

ることはなかった42）。ところが，SNS によってこれらのキャラクターはいわ

ゆるブラックフェイスを彷彿させるものであり43），人種差別的であるという

批判が噴出することになる。その発端は，ニューヨーク市に在住のチニエ

レ・エジエ（Chinyere Ezie）弁護士が 12 月 13 日，ソーホーにあるプラダの店

舗の前を通りかかった際に，このマスコットの人種差別的なブラックフェイ

スについて「怒りに震えた」とする投稿を，ショーウィンドウにディスプレ

イされているプラダマリアのオットの画像とともに，自身のフェイスブック 

（Facebook） のページに書き込んだことだった44）。これを受けて，プラダは 12

月 14 日，公式のツイッター（Twitter）でプラダマリアについて「想像上の生

物であり，現実世界を意識したものではありません。ブラックフェイスとは

無関係です」とする声明を発表し，差別的な意図がなかったことを説明する

とともに，店頭から該当キャラクターを撤去し，販売を中止することを明ら

かにした45）。

プラダマリアのブラックフェイスには，ニューヨーク市人権委員会からも

問題が提起されることになった。ニューヨーク市人権委員会は，人権侵害行

為に対して最高 25 万ドルの課徴金を課す権限を有するとともに，被害者に

対して賠償を命じる権限を有しており， さらに， ニューヨーク市人権法46）に

関する研修を実施するように命じる権限なども有している47）。2018 年 12 月

14 日に，ニューヨーク市人権委員会は，プラダに対して公式な調査を開始

したことを公表している。ニューヨーク市人権委員会によると，この調査

は，人種差別的な図像を特徴とする商品の販売と商業的ディスプレイをして

いることに加えて，このディスプレイに対して不満を申し立てた従業員が報

復に直面したとする報告がなされていること48）に基づくものであるとされ

ている49）。ニューヨーク市人権委員会では，このようなディスプレイについ

て，ニューヨーク市として容認できないことを示し，プラダに対してニュー

ヨーク市の人権条例を遵守し，内部慣行を検討し，謝罪することを求めると

ともに，この種の有害で差別的な行為が今後はなされないように迅速な行動



12

をとることを要求している50）。

この問題については， 2020 年 2 月に， ニューヨーク州人権委員会とプラダ

との間で和解が成立している。和解案の主な内容としては，第一に，ニュー

ヨーク州の従業員およびミラノの経営陣は人権平等に関するトレーニングを

受けること，第二に，歴史的にファッション業界内で過小評価されてきた

人々への奨学金プログラムを設立すること，第三に，2019 年 2 月にプラダ

側が設置した 3～5 人のメンバーから構成される多様性とインクルージョン

に関する諮問委員会を最低 6年にわたって配置し，定期的に委員会にその活

動内容や進捗状況を報告すること，および第四に，多様性とインクルージョ

ンに関する諮問委員会のメンバーに，ニューヨーク州立ファッション工科大

学のジョイス・ブラウン（Joyce Brown）学長を加入させて，そのコンサルティ

ングを受けることが含まれていた51）。

（3）　ニューヨーク州立ファッション工科大学のファッションショーにおけるス 

　 タイリング

2020 年 2 月 7 日にニューヨーク州立ファッション工科大学（Fashion Insti-

tute of Technology, 以下では，FIT とよぶ）主催で開催されたファッションショー

のスタイリングが，人種差別的であると批判された52）。このファッション

ショーは，FIT では初となる美術修士課程（Master of Fine Arts: MFA）の修了

生 10 名の作品をランウェイで披露するものであり，FIT の教授で，新設さ

れたファッションデザイン美術修士課程の学科長（Chair of MFA Fashion De-

sign） を務めるジョナサン・カイル・ファーマー （Jonathan Kyle Farmer） がダイレ

クションを担当し，英国のファッション制作会社 NAMES LDN のクリエイ

ティブ・ディレクターであるリチャード・ソーン（Richard Thornn） のプロ

デュースによるものであった53）。このショーにデザイナーとして参加した修

了生のジュンカイ・ハン（Junkai Huang）による作品のスタイリングで，誇大

化された耳，唇および眉毛のアクセサリーが用いられたことが，差別的であ

ると批判された。
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このスタイリングに対する批判の発端は，ショーにモデルとして出演した

エイミー・ルフェヴル（Amy Lefevre）が，これらアクセサリーを人種差別的で

あるとして着用を拒否しランウェイを歩いたことであった54）。この過程にお

いて，デザイナーであるジュンカイ・ハンはアクセサリーなしでランウェイ

を歩いても良いとする意向を示したにもかかわらず，プロデューサーである

リチャード・ソーンが，モデルのエイミー・ルフェヴルに対してアクセサリー

を着用するよう圧力をかけていたことが証言されている55）。

この批判を受けて 2020 年 2 月 18 日に FIT の学長であるジョイス・ブラウ

ンは， 関係者に向けてメッセージを発し， 謝罪の意を表している56）。このメッ

セージでは，問題となったファッションデザインおよびスタイリングについ

て「……デザインの本来の意図，アクセサリーの使用，そしてショーのクリ

エイティブディレクションは，人種についての意見を表明することではな

かったようだ……」としながらも，このスタイリングが人種差別的な表現を

結果として導いたことは明白であったとする認識を示し，ショーに参加した

人々，学生，そしてこのショーによって気分を害されたすべての人に対して

謝罪を表明している57）。

ジョイス・ブラウンは，2020 年 2 月 21 日にも再びメッセージを発してい

る58）。ここで示されたのは，第一に，今回のスタイリングが導入された過程

など，ショーに至る経緯とその後の経過を外部の法律事務所に調査させるこ

と59），第二にジュンカイ・ハンによるデザインには人種差別の意図はなかっ

たことが， 彼の論文のメモやスケッチから確認できること60）， 第三に， 問題と

なったアクセサリーはデザイナーであるジュンカイ・ハンによって選択され

たのではなく，彼が大学のスタッフに相談して示唆を受けた結果として導入

されたこと，さらに，第四に，ファッションデザイン美術修士課程の学科長

のジョナサン・カイル・ファーマーと，大学院研究科長（Dean of Graduate Stud-

ies）のメリー・デイビス（Mary Davis）に停職の処分を下したことである61）。
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小　　括

ここまで，2016 年から 2020 年の前半にかけて問題とされた文化流用と差

別表現の事案を検証してきた。これら事案からファションにおいて文化流用

と差別表現の問題がどのように指摘され，何が問題とされたのかを確認して

いきたい。

第一に，文化流用と差別表現の問題は，ほとんどの事案において事前に予

想されないかたちで指摘されるという点である。当事者にとっては，文化流

用ないし差別表現を意図していない行動について，問題が指摘されるともい

えるだろう。この背景には， SNS サービスの普及などによって， 情報の発信

が容易にできる環境が整えられてきたことも挙げられるだろう。

第二に，文化流用や差別表現が指摘された問題の背景にはいくつかの要因

が複合的に交錯して存在している点である。ここで複合的に存在している要

因としては，ファッションを構成する要素に加えて，ファッションに関与す

る人々の権限分配構造が含まれることを本稿では示したい。このような複合

的要因はファッションショーにおけるスタイリングに対して問題が指摘され

る場合が多いことと関連しているともいえるだろう。ファッションショーの

スタイリングは衣服だけではなく，ヘアスタイリング，メイクアップ，アク

セサリー， 演出効果など複合的な要素が統合されている。このことに加えて， 

ファッションショーでは， デザイナー， スタイリスト， ヘアおよびメイクアッ

プのアーティストの他に，ファッションショーを統括するクリエイティブ・

ディレクターなど多くの人が関与しており，それらの人々が垂直的あるいは

水平的に権限を分配してショーに関する事項を決定していることも，リスク

要因になりうるともいえるだろう。併せて， ファッションショーのスケジュー

ルでは，時間的に切迫した状況でスタイリングは決定されることが多いこと

なども，その要因として指摘できるだろう。

第三に，問題となった行動だけではなく，その前後の利用者の姿勢や行動



15

ファッションに関連する文化流用と差別表現

も要因として存在している点である。問題発生前から潜在的に存在していた

文化流用や差別的な姿勢が，実際に生じた問題の要因となる場合もあるとい

えるだろう。また，問題が指摘された後の行動が，より問題を深刻化させる

可能性もある。とりわけ，問題が指摘された直後の発言は，潜在的に存在し

ている文化流用に関する理解不足や差別的な姿勢が十分に払拭されていない

状況で行われる可能性があることを指摘できるだろう。

以上のことから，ファッションにおける文化流用や差別表現の問題につい

ては，当事者の事前の予測に反して指摘されることが多く，また事後的な対

応によっては，問題がさらに深刻なものとなる可能性があることを指摘でき

るだろう。このような特性を踏まえると，文化流用と差別表現の問題につい

ては，その発生原因とともに，事後的な対応策を検討することによって，こ

の問題に対処する行動指針を探求する必要があると考える。

III. 文化流用と差別表現に関する 

 問題の発生原因と対応策

1. 検討すべき問題と視点

文化流用と差別表現の問題が存在することを踏まえて，企業はどのような

行動をとるべきなのかを検討していく。第一には文化流用や差別表現の問題

が生じる理由を，第二には，文化流用または差別表現の問題が指摘された場

合の事後的な対応策を検討する。これらの検討は，以下のように位置づけら

れるものと考える。

企業にとって最も望ましい行動は，文化流用や差別表現の問題を発生させ

ないことになるだろう。ただ，これまで検討してきた事案が示すように，文

化流用や差別表現の問題のほとんどは，批判の矢面に立たされた当事者に

とっては，事前には予想できないものであり，複合的な要因がその背景に存

在しているといえるだろう。そこで，文化流用や差別表現の問題が発生する
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理由を分析し，それを踏まえた行動を心がけることは，問題の発生を事前に

防止することに貢献するものと考えられる。

文化流用や差別表現の問題が指摘された場合には，当事者が事後的にどの

ように対処するのかが重要となる。多くの事例が示すように，事後的な対応

が不適切であったことによって，問題がより深刻なものとなり，企業イメー

ジがより毀損されるリスクも存在している。そこで，文化流用や差別表現の

問題が指摘された場合は，どのような事後的対応が要請されているのかを検

討し，あるべき方針を示すことは，問題発生後の企業価値の毀損を出来るだ

け少ない範囲に抑制することに貢献すると考える。

さらに，形式的なシステムを構築することによって，文化流用および差別

表現の問題にどのように対応できるのかを検討し，その後に，文化流用と差

別表現の問題によって創作活動を萎縮させる結果が導かれないかを検討し，

まとめを行う。

2. 文化流用および差別表現に関する問題の発生原因

（1）　文化流用の定義

まず，ファッションにおいて文化流用と差別表現の問題が生じる要因につ

いて検討する。この検討においては，文化流用と差別表現を，連続的な問題

として把握しており，問題が指摘された主体を利用者とよぶものとする。文

化流用によって，利用された文化に属する人々に対するステレオタイプを発

生させて固定化されることが差別表現の原因として指摘されている62）。この

ことから，文化流用の問題が深刻化したものとして差別表現を位置づけるこ

とができる。本稿で検討する差別表現は，文化流用と連続的に把握できるも

のに限定されることになる63）。

文化流用や差別表現の問題が生じる理由として「文化流用（Cultural Appro-

priation）」の概念が，漠然としか定義できないことがあるといえるだろう64）。

文化流用に関する一般的な定義については，第一の要件として「自分自身の
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ものではない文化から，知的財産，文化的な表現もしくは表現工芸品（arti-

fact），または知見の歴史および方法を取り込むこと」とされ，さらに第二の

要件として「その文化に属する人々の犠牲のもとで利益を獲得すること」が

示されている65）。

このうち，文化流用の定義を漠然とさせている理由は「他者の文化を利用

すること」という第一の要件にあることが指摘できるだろう。ここでいう利

用については，批判の程度が少ないものから，文化の利用，流用，盗用とし

て把握できるだろう。さらに，文化流用によって，その文化やコミュニティ

に属する人々への嘲笑や差別がもたらされるのであれば，批判の程度が増す

ことになるだろう。

次に，「利用される文化に関する人々の犠牲で利益を獲得する」という第

二の要件については，この要件を充足しない類型についても文化流用と位置

づけられるのかについて，議論されている66）。ただし，ファッションに関す

る文化流用は商業的な利益獲得を目的としていることから，第二の要件は充

足されていることになる。利益獲得を目的としていることは，ファッション

における文化流用に対する批判の度合いをより強めるともいえるだろう。

（2）　文化流用の分類

文化流用は，大きく五つの類型に分類されている67）。第一類型は，現存す

る文化財そのものを他の文化圏に移転させることで，文化財の流用（object 

appropriation）と称されている。第二類型は，文化における無形財を流用す

る形態で，これは内容の流用（content appropriation）と称されている。第三類

型は，他の文化で創作された作品をそのまま再現することはないものの，何

らかの方法で他の文化を利用する形態で，これはスタイルの流用（style ap-

propriation）と称される。第四類型については，スタイルの流用と関連をも

ちながら，単に基本的なモチーフのみが流用される形態で，これはモチーフ

の流用（motif appropriation）と称されている。なお，これら第二類型から第

四類型に至る流用のうち中核をなすのは，第二類型となる内容の流用となっ
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ており，スタイルの流用，およびモチーフの流用はその派生形態として位置

づけられている。これらの類型は何らかの具体的な文化的要素を利用してい

る一方，第五類型は外部者が自分が育った以外の文化に属している個人や組

織を作品で表現する形態となり，主題の流用（subject appropriation）と称され

ている68）。

ファッションの領域で問題となる文化流用の事案のほとんどは，第二類型

となる内容の流用と，そこから派生するスタイルの流用およびモチーフの流

用として位置づけられるといえるだろう。具体的には，特定の文化圏で用い

られている衣服や装身具を，アパレル製品のデザインとして用いる場合につ

いては，内容の流用に該当する可能性があり，利用される文化的な要素との

関連性が弱められてアパレル製品のデザインやファッションショーのスタイ

リングとして用いられる場合には，スタイルの流用あるいはモチーフの流用

に該当することになるだろう。これに加えて，スタイリングのコンセプトと

して，他の文化の要素を利用する場合は，主題の流用に相当するともいえる

だろう。

（3）　審美的な脆弱性

ファッションにおける文化流用では，アパレル製品のデザインや，ファッ

ションショーのスタイリングとして文化的な要素が用いられる。このような

文化流用の背景には，利用者の審美的な動機が存在しているといえるだろ

う。利用者の審美的な観点から，積極的に評価されるからこそ，利用される

文化は商業的な利益獲得を目的として用いられるといえるだろう。

文化流用には，審美的な観点からの脆弱性が本質的に内包されていること

が指摘されており，その理由として，流用者は，外部者として存在すること

から， 流用される文化的体験が乏しいことが挙げられている69）。必要とされる

文化的体験に乏しい利用者が，審美的に貧しい質の創作活動しかできないこ

とは必然であることが指摘されているものの70），その一方で，利用される文

化に属するメンバーであることが審美性の観点から必ず必要な要素となるの
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かについても十分な証拠が示されていないことが示されている71）。とりわ

け，文化的体験と審美性との関連については，ある文化において発展された

スタイルやモチーフを，従来とは異なる新たな態様で用いるタイプの文化流

用，いわゆる革新的な内容の流用 （innovative content appropriation） の場合にお

いても72），審美的脆弱性が必然的に存在しているのかについて，十分に論証

されてはいないことが指摘されている73）。このような議論を参照したとして

も，ファッションにおける文化流用については，審美的な脆弱性が存在する

可能性が十分に否定できないことは，以下の理由によって提示できるのでは

ないかと考える。

第一の理由として，ファッションにおける文化流用は，革新的ではない内

容の流用（non innovative content appropriation）として行われることが多いとい

うことを指摘したい。具体的には，他の文化で用いられている衣服や装身具

のデザインを，基本的に踏襲して製品やスタイリングに用いる場合について

は，革新的ではない内容の流用 に該当することになる。革新的ではない内

容の流用においては，審美的な脆弱性を内包する可能性がより高く存在して

いることになる。

第二の理由として，革新的な内容の流用に対しては，審美的な脆弱性を克

服できる可能性が示されたとしても，革新的であることは審美的脆弱性を克

服することの十分条件ではないことを指摘したい。利用者による革新的な意

図に基づく文化流用であったとしたとしても，その革新的な意図が十分に実

現できていなければ，依然として審美的な脆弱性を内包した文化流用と位置

づけられる可能性があるといえるだろう。

さらに，第三の理由として，商業的な利益獲得目的と関連づけられた場合

には，審美的な脆弱性を内包した文化流用がなされる可能性が高まることを

指摘したい。ファッションのように商業的な利益獲得を目的とすると，多数

派に属する利用者が，同じく多数派に属する顧客を意識して，少数者の文化

を流用する場合には，文化を擁する人々の視点が軽視される可能性を指摘し

たい。そうなると，文化体験に乏しい外部者によって審美的にも脆弱な様式
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で文化流用がなされる恐れが払拭できないといえるだろう。

文化流用と審美性に関する議論は，文化流用が審美的脆弱性を克服できる

のかという観点で展開されており，ここでは審美的な脆弱性を克服できると

する立場も提示されている74）。しかし，これらの議論においては，文化流用

には，審美的な脆弱性を内包するリスクが存在していることを前提としてい

ることに留意しなければならないといえるだろう。とりわけ，商業的な利益

獲得目的と関連づけられた文化流用は，多数派の観点に基づいて審美的な評

価がなされることから，脆弱性が内包されるリスクが存在しており，その結

果，流用された文化や文化を擁する人々に対するステレオタイプが強化され

たり，場合によっては差別的な感情を惹起させかねないことを本稿では指摘

したい。

（4）　文化流用の再現性に由来する弊害

文化流用については，利用される文化やその文化を擁するコミュニティに

所属する人々にとって弊害となる可能性が指摘されている75）。

文化流用による弊害が最も顕著となるのは，利用者が文化を再現すること

で，誤った表現を産出したり固定化させたりすることによって，利用された

文化に対する不当あるいは歪められた印象が与えられ，文化を擁する人々へ

の差別を招く可能性のあるステレオタイプ（固定観念）が産出されたり固定

化される帰結を導くことにあると分析されている76）。ここで，文化的なスタ

イルや芸術的様式を，外部者が十分に洗練されていない方法で流用した場合

には，文化流用の弊害が生じる可能性が増加することに加えて，差別的ある

いは歪められた形でより深刻な弊害が生じる可能性も増加しうることが指摘

されている77）。

このような文化流用の再現性に由来する弊害は，審美的脆弱性と密接に関

連するといえるだろう。文化の流用に伴う審美的に脆弱性によって，利用さ

れた文化に，歪められた印象が与えられる可能性がより高まると考えられる

からである。
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（5）　文化流用による経済的影響

（i）　富の移転を伴う文化流用

文化流用は利用された文化とその担い手となる人々に経済的な影響を与え

る可能性がある。このような経済的影響については，利用された文化とそれ

を担う人々から，何らかの富の移転を伴うタイプと，富の移転を伴わないタ

イプに分類できる。

富の移転を伴う経済的弊害の最たるものは，その文化に関連する人々に，

本来は帰属させるべき財産を，正式な合意なく外部者が移転させてしまうこ

とであり，これは，文化の盗用として位置づけられている78）。ファッション

に関しては，現存する文化財ではなく利用される文化に由来するデザインな

どの知的財産を利用することが中心となるといえるだろう。

文化に由来する知的財産の流用として懸念されるのは，知的財産権を外部

者が取得して独占的な使用権を獲得することであろう。文化に関連する知的

財産については，一種の共有財として把握し，誰もが自由に利用可能とされ

るべきとする立場が示されており，この立場からは文化に関連する知的財産

はパブリック・ドメインとして位置づけられることが示されている79）。この

ように文化的な知的財産をパブリック・ドメインとして認識するのであれ

ば，外部者が知的財産権を取得することは，文化を担ってきた人々の利用さ

え排除できる独占的利用権を獲得する帰結を導くことから，ある種の財の移

転を伴う文化の盗用として，厳しい批判の対象となるといえるだろう80）。

（ii）　富の移転を伴わない文化流用

文化流用に伴う経済的影響のうち，富の移転を伴わない影響としては，外

部者が文化の担い手から顧客を奪うことによって，経済的な利益を侵害する

可能性が指摘されている81）。このような経済的影響が直ちに，流用された文

化とそれを担う人々にとって弊害となるのかについては，疑問が提示されて

いる。第一に，顧客は誰に帰属するものでもないことを理由として，たとえ

文化に由来する要素であったとしても，その文化に由来する人々に帰属させ
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る必要はないことが示されている82）。第二には，外部者が文化を流用するこ

とによって顧客を獲得したとしても，内部者も同じ市場で競合可能であるこ

とが理由として示されており，ここでは，文化を利用する外部者と内部者

は，いわゆるゼロサムゲームの関係にはないことから，一方の利得が他方の

損失を必ずしも意味しないことが示唆されている83）。

このように，富の移転を伴わないタイプの経済的影響が，利用される文化

にとって常に弊害となるのか断言はできない状況にあるといえるだろう。し

かし，ここで検討されている経済的影響は，文化が歪められることなく再現

されていることを前提としていることに注意しなければならないとする立場

を本稿では示したい84）。富の移転を伴わない文化流用であったとしても，そ

の再現の過程で歪みがあれば，利用される文化とそれを担う人々へのステレ

オタイプを助長させる結果を招くことがあり，その場合には，経済的な弊害

を含めて，悪影響を与える可能性があることに対しては，常に留意しなけれ

ばならないものと本稿では考える。

（6）　文化流用による同化

文化の流用によって，文化そのものが同化されていく可能性が存在してい

る85）。文化が同化されることは，利用される文化そのものを破壊しかねない

ことから，文化流用がもたらす深刻な弊害として意識されている86）。文化の

同化は，文化の担い手自身が，文化を流用する外部者と同じような思考や方

法を取り入れることによって生じるものであり，その結果，利用された文化

そのものが破壊されてしまう可能性が指摘されている87）。例えば，内容の流

用において，利用者となる外部者は，必ずしも文化の担い手である内部者の

方法を精緻に再現して，内容を利用するとは限らないことから，内部者が外

部者の手法を模倣した結果，利用された文化が本来備えていた独自性を失

い，外部者の文化と区別できなくなることが指摘されている88）。

文化流用による同化については，多数者の文化と少数者の文化では非対称

性が存在しており，同化される可能性が高いのは少数者の文化であることが
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指摘されている。多数者の文化については正確な再現例に接する機会が十分

に確保されていることから，同化されにくいとされ，このような非対称性の

存在は，多数者が少数者の文化を利用することに対する批判を根拠づけてい

ることになる89）。

文化流用による同化は，とりわけ少数者の文化の存続に対して深刻な危険

として存在はするものの，利用された文化を担う少数者自身が外部者による

流用を否定するなどして文化の独自性を維持しようと心がけることは可能で

はあるとしながらも，外部者による流用によって，少数者の文化が歪められ

たり，打ち負かされたりする可能性は，完全には否定できないことが示され

ている90）。

3. 文化流用または差別表現の問題が 

 指摘された状況での事後的説明

（1）　事後的説明に内包される困難性

ここでは，文化流用や差別表現の問題が指摘された企業に，どのような行

動が要請されるのかを検討したい。ひとたび，文化流用や差別表現の問題が

指摘された場合，利用者とされた主体は，事後的な説明をしなければならな

い境遇に立たされるといえるだろう。

利用者による事後的な説明は，困難なものであることが予想される。この

困難性の本質的な理由として，文化流用や差別表現の意図はなかったという

消極的事実の説明が利用者に要求されることを指摘したい。

事後的な説明として必要とされる事項は，流用された文化と利用者の意図

との関連性ではないかと考える。具体的な説明として，問題とされたデザイ

ンやスタイリングを基礎づけるアイディアスケッチやポートフォリオを開示

して91），アイディアに至るまでの経緯を明らかにする方法などが考えられ

る。ただし，この説明についても困難を伴うことを指摘したい。その理由と

して，第一には，アイディアに至る経緯などの説明は，製作者の内心に関わ
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るものであること， 第二には， 具体的な開示の対象として考えられるアイディ

アスケッチやポートフォリオは，公開しないことを前提に作成している92）こ

とが指摘できるだろう。これらの要因から，アイディアに至る経緯を具体的

な資料に基づいて説明したとしても，他者から客観的な理解を得ることは困

難であることが予想できるのではないかと考える。

（2）　事後的説明の必要性

文化流用や差別表現の問題が発生した後の，事後的な説明が困難なもので

あったとしても，利用者は，説明をしなければならない立場に置かれると考

えられる。もし事後的な説明をしなければ，利用者は，問題とされた文化流

用ないし差別表現を容認するとともに，経済的な利益獲得目的で文化を外部

者として利用し続けようとする姿勢を示していると推測されかねない立場に

置かれる可能性が否定できないからである。このような姿勢から，利用者

が，少数者からの搾取を経営方針に据えていると推測された場合には，問題

とされた個別の行動だけではなく，経営方針そのものが批判の対象とされる

懸念が払拭できないのではないかということを，本稿では示したい。

（3）　事後的説明の目的

利用者による事後的な説明においては，文化流用や差別表現をされたとす

る主体へのメッセージの発信が必要となるとする立場を本稿では示したい。

このメッセージでは，問題とされた行動は，利用者の事前の認識では文化流

用や差別表現を意図的に目論んではいなかったことを示すことに加えて，今

後，同様の問題を繰り返さない意向を明示する必要があるといえるだろう。

事後的な説明によって，文化流用や差別表現の問題について再発防止に心

がける姿勢を示すには，以下の二点の内容を説明する必要があると考える。

第一には，文化流用あるいは差別表現の問題が発生した経緯を，利用者自身

はどのように把握しているのかを示し，第二には，今後の再発防止について

どのような対策を具体的に講じていくのかを示すことである。
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事後的な説明において，問題とされたデザインやスタイリングに至る経緯

について説明する際には，何が文化流用や差別表現を引き起こした要因と

なったのかを明らかにしようとする姿勢が必要とされるといえるだろう。具

体的には，まず，問題が指摘される前の状況では，文化的要素を利用した意

図，文化的な要素を審美的にどのように評価したのか，革新的な試みを加え

たのであれば，どのように行ったのか，などを明らかにし，続いて，問題が

指摘された後の事後的な観点から再度検証した結果，何が要因となって問題

とされた行為に文化流用や差別表現の要素が包含されたのかを検証し説明す

ることが必要になるのではないかと考える。このように事前の状況を事後的

な視点から検証することによって，問題を生じさせた要因を具体的に抽出で

きるのであれば，再発防止に貢献できるものと考えられるだろう93）。

4. 組織的・制度的な対応

文化流用や差別表現の問題が生じた事案では，解決策として諮問委員会を

設置することや，独立性が確保された外部調査委員会等を設置するなど，文

化流用や差別表現の問題に組織的に対応するシステムを整備することが対策

として実行されている94）。また，文化流用や差別表現の事前の抑制には，

個々の企業を超えて，ファッションに関わる産業全体として，文化流用や差

別表現に対応するガイドラインを設定することが有用であるとする見解も示

されている95）。

文化流用や差別表現への組織的・制度的対策を講じることについて，実際

に問題が発生した場合に責任を緩和あるいは免除できるのかという観点から

検討することに対しては，注意を要すると考える。会社法の観点から，責任

とその免除が論じられる場合は，取締役の会社に対する任務懈怠責任（会社

法 423 条）のように，会社内部における責任の帰趨が対象となることが大半

である。これに対して，文化流用や差別表現に関して問題とされるのは，文

化流用や差別表現を受けたとされる主体に対する責任であり，これは一種の
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社会的な責任であることに注意しなければならないだろう。とりわけ，文化

の利用者としての会社は，文化流用や差別表現を受けたとされる主体の外部

に存在していることを鑑みると，会社内部における責任負担と免除の理論

と，文化流用や差別表現を受けた主体という会社外部に存在する主体への責

任とは，切り離して検討されなければならないとする立場を，本稿では示し

たい。具体的には，制度的あるいは組織的な対策を踏まえていたことを理由

とする免責的な主張は，利用者とされた企業内部の責任に関連するものであ

るので，このような主張によっても文化流用や差別表現を受けた人々を納得

させられる効果が得られるとは限らないといえるだろう。

文化流用や差別表現への組織的・制度的対策は，事前あるいは問題発生後

に，同様の問題が発生することを防止する観点から構築するものとして位置

づける必要があると考える。そうなると，問題発生後の企業内部における責

任分担や免責的な観点を意識して基準を構築するのではなく，問題発生を事

前に防止する観点と，問題が発生した後に何が要因であったのかを検証し再

発防止に役立つ教訓を得ようとする観点から構築されることが望ましいもの

と考える。これらの観点は，各企業が組織的・制度的対策を構築する際のみ

ならず，例えば，ファッションに関連する産業全体として基準を構築する際

にも，基軸に据えるべきとする立場を本稿では提示する。

5. クリエータに対する萎縮効果

文化流用や差別表現の問題性を強調することに対しては，デザイナーをは

じめとするクリエータを萎縮させる可能性があることが問題として指摘され

ている96）。本稿では，文化流用ないし差別表現の問題が発生する原因と，利

用された文化とそれを担う人々に与える影響を検討してきた。そこで，クリ

エータが外部者として文化的な要因を利用する際にはどのような事項に留意

する必要があるのかを確認していく。

まず，文化流用には，審美的な脆弱性が内包される可能性を意識しなけれ
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ばならない。また，革新的な内容の利用を意図しているのであれば，どのよ

うな要素を加えたのかを明確に認識する必要がある。さらに，創作活動にお

いて用いた要素が複合的に交錯した結果，文化流用や差別表現の意味が生じ

ていないかを検証しようとする姿勢も必要となるだろう。これらに留意する

ことは，創作者を萎縮させるといえるのかもしれないが，文化的な要素を外

部者として利用する際に一定の注意を要しなければ，利用される文化やその

担い手に対して弊害となる可能性があることは，創作の前提認識として位置

づけられるものではないかと考える。とりわけファッションにおける文化要

素の利用は利益獲得目的で行われていることを考慮すると，創作者の意図し

ない文化流用や差別表現が生じることを未然に防止しようとする姿勢が要請

されるのではないかとも考える。

小　　括

ここでは，文化流用と差別表現を連続的な問題として把握し，発生原因

と，利用者がどのような対策を講じるべきなのかを検討した。

まず，文化流用については，審美的な脆弱性を内包する可能性があること

を意識する必要がある。文化流用がもたらす弊害，例えば利用された文化を

担う人々に対する差別を誘発しかねないステレオタイプの誘発などについて

も，審美的脆弱性によってもたらされる可能性があるとの認識も必要となる

ものと考える。なお，芸術における文化流用の検討においては，文化流用で

あったとしても審美的には十分に成功していることが，一般的に予想される

よりも多く存在していること，および，文化流用が利用される文化に弊害を

もたらしたり，侵害的であることは，一般的に予想されるよりも少ないこと

が結論として提示されている97）。しかし，この見解においても，文化流用が

審美的に脆弱なものとなり，利用された文化にとって弊害となる可能性は，

完全に否定されてはいないことを考慮すると，文化流用を伴う行動には問題

が指摘されるリスク要因が含まれているといえるだろう。
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次に，文化流用や差別表現の問題が指摘された場合には，事後的な説明を

含めて，文化流用あるいは差別表現の対象とされた主体に対して，問題の発

生原因を検証し今後の再発を防止しようとするメッセージを発信しようとす

る姿勢を示すことが重要であると考える。

IV. 終 わりに

本稿では，ファッションに関連して問題とされた文化流用と差別表現を検

討してきた。まず，ファッションにおいて問題とされた事案については，外

部から認識できる情報であるという特徴と，商業的利益獲得目的を背景にし

ているという事情によって，文化流用や差別表現の問題が研ぎ澄まされたか

たちで発露したとして，検証の対象に位置づけている。この検証を踏まえ，

ファッションにおける文化流用と差別表現の問題の特性を把握し，その問題

の背景にある要因と，企業がとるべき行動を検討してきた。ここでは，本稿

のまとめとして，企業が文化流用と差別表現に対してどのような問題意識を

もち，どのような姿勢で臨むべきかについて指針を示したい。

まず，文化流用と差別表現の問題については，事前の防止に努めることが

最も重要な課題となることを示したい。文化流用ないし差別表現は複合的な

要因を背景としていること，多様性の認識の広がりと SNS の普及によって， 

配慮しなければならない対象の範囲が広がっていることなどから，事前に万

全の対策を講じることは困難であることを認識しながらも，問題発生を防止

しようとする意識を常に据える必要があるのではないかと考える。とりわ

け，ファッションに関連する問題は，外部者としての文化利用が利益獲得目

的で行われているということ，利用者および利用者のターゲットはともに利

用される文化の外部者であることがほとんどであることを考慮に入れると，

問題が指摘された場合には，厳しい批判の対象となることを踏まえ，企業の

行動を律していくことが要請されるという立場を示したい。
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次に，問題が指摘された場合には，その行動の前提となったどの要因が問

題を引き起こしたのかを検証し，今後の問題再発防止に役立てようとする方

針を示す必要があると考えられる。ここでは，企業内部の責任分担や免除の

観点ではなく，文化流用あるいは差別表現の対象にメッセージを発すること

によって，再発を防止しようとする企業姿勢を社会に示していくことが要求

されていると考える。

本稿のまとめとして，文化流用と差別表現の問題に適切に対処しようとす

る企業行動を探求することは，いわゆる企業の社会的責任の一環に位置づけ

られるという見解を示したい。企業の社会的責任については，積極的な社会

貢献をどのように果たすのかという観点から議論が進められる場面が多い

が，不適切な文化流用と差別表現を抑制することも，企業活動が社会に与え

る弊害を抑制するという消極的な形態で企業に課せられた社会的責任になる

ものと筆者は考えている。

文化流用と差別表現に関して望ましい企業行動を確立させることは，いわ

ゆる ESG 投資の観点におけるガバナンスの要素として位置づけられるだろ

う。文化流用と差別表現の問題に対処しようとする企業行動は，これらの問

題から生じる弊害を抑制させようとする姿勢を示すとともに，社会的な多様

性と包摂性（social diversity and inclusion）の実現を目指そうとする企業姿勢を

示すことに貢献するものと考えられる。このような姿勢を示す企業の経営方

針には，一定の積極的な理解が示されるとともに，望ましい価値観に基づい

て企業活動が提供されることを示す指標になるのではないかと考える。文化

流用と差別表現に対する望ましい企業行動を探求する姿勢は， いわゆる ESG

投資の観点からは，ガバナンスに関連するリスクマネジメントを心がけてい

るという評価に加えて，多様な主体が創造性をより発揮できるような環境を

提供しようとする積極的な企業姿勢を示す指標となる可能性を示して，本稿

のまとめとしたい。
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